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ことなく、企業内の多種多様な印刷業
務を対象に、メインフレームのデー
タからコンテンツ画像まで多種多様
な入力資源に対応。仕分け・区分け・
配布・資源を一元管理しながらPDF、
HTML、AFP、PostScript等のアウト
プットファイルを生成する。
　膨大なドキュメント業務を処理す
る、証券会社や生・損保会社など大手
ユーザーに向けて、帳票ベースにドラ
スティックな業務改革を推進するアウ
トプットマネジメント製品である。

PDFをアウトプット標準に
統合環境を目指す
アイエステクノポート

　アウトプットのオープン性を実現す
る標準仕様をPDFに定め、PDF形式
により多様なサーバーの出力データを
一元管理することで、アウトプット環

境の統合化を図るのがアイエステクノ
ポートである。
　同社はIBM i上で稼働するプリン
ティングソリューション「UT/400」シ
リーズを提供し、なかでもスプール
ファイルから表現力の高いPDFファ
イルを生成する「UT/400-iPDC」は、
高い実績を誇る。
　 今 年 4 月 に 発 表 さ れ たPower 
SystemsおよびIBM iベースのアプラ
イアンスサーバー「iPDC Server」は、
このUT/400-iPDCのエンジン部分を
搭載し、かつデータストリームに対す
る7種類のインターフェースをサポー
トする。
　 す な わ ちIBM iの ス プ ー ル デ ー
タ、ASCII、EBCDICの 3 種 類 だ が、
ASCIIとEBCDICは そ れ ぞ れCSV、
LINE、Textの各フォーマットをサ
ポートしているので、合計7種類であ
る。
　これによりIBM iはもちろん、Win

dows、UNIX（AIX、HP-UX、Sola
ris）、Linuxそしてメインフレームま
で、データ送出元のプログラムを変更
することなく多様なサーバーからデー
タを受け取り、PDFに変換して一元
管理することが可能になる。
　さらにUT/400シリーズで提供され
る各種オプションを導入すれば、これ
らのPDFに対して、メール／ Fax送
信、電子帳票化、サーバー転送、各種
プリンタへのダイレクト印刷などをサ
ポートできる（図表2）。
　このようにiPDC Serverを中核に、
メインフレームからWindowsまで多
様なサーバーが混在するアウトプット
環境全体をPDFで統合化しようとい
うのが同社の戦略なのである。
　ちなみに統合サーバーとしてPower 
Systemsを選んだのは、安定性や高可
用性、運用管理性、セキュリティなど
が優れる点に加え、大規模なマルチタ
スク処理が可能で、大量の帳票印刷を

iPDC Server によるアウトプット統合の概要図表 2
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サポートできるからだという。
　メインフレームの大量印刷までを
視野に入れた統合化を図るとなれば、
PCサーバーでは負荷が高すぎると判
断したようだ。PCサーバーの別途導
入を不要とし、すべてIBM i上で完結
する運用を目指してUT/400シリーズ
を設計してきた同社らしい選択であ
る。

XPSを軸に
ドキュメント統合を進める
Mapping Suite

　ドキュメントフォーマットの標準
で あ るPDFに 対 し、 マ イ ク ロ ソ フ
トがその対抗馬とすべく開発したの
がXMLベースで電子文書を記述す
るためのフォーマット、XPS（XML 
Paper Specifi cation）である。
　PDFと同じく環境に依存せず、ド
キュメントを電子的に配布できる。文
書ファイルを作成した元のソフトが
なくても、Acrobat Readerのように
無償配布されている再生ソフト、XPS 
Viewerで閲覧や印刷が可能になる。
　マイクロソフトはXPSの仕様を公
開し、対応アプリケーションの開発を
推奨しているが、IBM i関連でもXPS
を軸にドキュメントの統合を掲げるソ
リューションが海外で登場した。仏
MAPPING社が開発し、日本ではイ
ンフォプリント・ソリューションズ・
ジャパンが販売する総合ドキュメン
ト・コミュニケーション・プラット
フォーム「Mapping Suite」である。
　Mapping Suiteは 基 本 機 能 を
核 に、 帳 票 設 計 機 能 を 備 え る

「MapDraw」、PDFや イ メ ー ジ に 出
力する「MapOut」、Webで参照する

「MapWeb」、メールやFaxで自動送

信する「MapCom」などモジュール群
を充実させて、多様なプリンティング
ニーズに対応する。
　MAPPING社は2010年6月、新バー
ジョンである「Mapping Suite XPS」
を発表した。製品名にXPSを冠して
いることからも分かるように、同ソ
リューションは全面的にXPSをフィー
チャーしている。
　IBM iを は じ めWindows、UNIX、
Linux、z/OSと あ ら ゆ る プ ラ ッ ト
フォーム（および多種多様なERPや
DB、アプリケーション）から出力デー
タを取り込んでXPSへ変換し、プリ
ンタはもちろんメールやFax、電子帳
票など多彩なチャネルに対応させる。
　いわばマイクロソフト版のPDFを
使って、IBM iのスプールデータを含
む企業内帳票を一元管理しようという
戦略だ。
　国内でのMapping Suite XPSの発
売は未定だが、XPSを軸にアウトプッ
ト環境の統合を志向するソリューショ
ンの動向からは目が離せない。

プリンティング
ソリューションでは
PDF対応が必須

　このほかLevi, Ray & Shoup（LRS）
も、IBM iを 含 む マ ル チ プ ラ ッ ト
フォームを対象に帳票データを一元管
理し、Windowsプリンタ等での出力
を可能にする「VPSX」で、エンタープ
ライズ・アウトプットマネジメントを
掲げている。
　図表3で、IBM iを取り巻く現在の
プリンティング／アウトプットに関
連するニーズと、それに対応するソ
リューション製品をマッピングした。

IBM i市場には、豊富なソリューショ
ンが提供されているが、ここから分か
るのは、PDFの存在がアウトプット
の標準化・統合化を進めるカギになっ
ている点である。
　プリンタのオープン化、Web環境
での参照・印刷、帳票の分散印刷、
メールやFaxによる自動送信、さらに
表現力の高い美しい帳票フォームの作
成など、PDFが解決する課題は多い。
　IBM i市場に登場しているプリン
ティング関連製品では、多様な機能・
オプションを揃える総合型ソリュー
ションにしろ、対象業務を絞った単機
能型のソリューションにしろ、多くが
PDF生成に対応する。IBM iのプリン
ティングソリューションでは、PDF
は今や必須対応要件の1つである。
　ただし再加工性、大量データの検索
や管理、セキュリティ性、ファイル容
量などPDFには運用上の課題もある。
アウトプットマネジメントに対して
は、XMLやCSVなどを含め、統合化・
標準化の手法をどこに定めてソリュー
ション構築を目指すか、各社の戦略に
は今後も注目したい。
　クロスプラットフォーム環境を対象
にした帳票資源の統合は、一朝一夕に
は達成できない。当然ながらIBM iだ
けでは完結せず、各サーバー側での
調整が必要になる。IBM iのスプール
データをWindowsプリンタで出力す
る仕組みを作るような場合と違って、
サーバー環境全体を対象にした帳票統
合には、業務分析を含めた相応の工数
を要する。
　場合によっては社内の帳票管理の見
直しや、運用ルールの変更なども求め
られる。これはアウトプットマネジメ
ントを核にした、業務改革の一種とし
て取り組む覚悟が必要であろう。

［第1特集］IBM i 環境をアウトプットの視点で見直す
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